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社会科固有の「読解力」形成のための授業構成と実践分析(Ⅰ）
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本稿は，社会科授業の開発と分析を通して，「社会科固有の読解力」とは何かを解明しようとするものである。本継続研
究を始めるにあたり，「社会科固有の読解力」について以下の３つの仮説を立てた。
1)社会科固有の読解力は，対象に即した科学的理論をベースにして形成される。
2)社会科固有の読解力は，専心的な体験・表現活動ではなく，分析的な探求活動を通して形成される。
3)社会科固有の読解力により形成される認識は，主観的知識の増殖ではなく，客観的知識の成長である。
上記の仮説に基づき，第3学年の授業「私たちのくらしと働く人々」を開発し実践した。今回は特に社会に関する読解力
を，子どもによる「つながりマップ」の作成を通して形成し，「つながりマップ」と「ふり返りシート」で評価することに
力点を置いた。実践分析の結果，これらの方法の有効性がほぼ検証された。
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This article explores the reading literacy of society through the development and analysis of social studies lesson.
The hypotheses in this research are as follows.
1)The reading literacy of social studies is formed based on scientific theories.
2)The reading literacy peculiar to social studies is not synthetic but analytical.
3)The recognition formed by the reading literacy peculiar to social studies is not subjective but objective.
Based on these hypotheses, we developed a lesson plan of "Our life and factory in familiar region"in the 3rd.
grade, then practiced and analyzed children's reflective sheets and mind maps. As a result of this research, it has
been made clear that these methods are effective to the formation and the evaluation of the reading literacy of
social studies.
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１ 問題の所在
2008年3月に，新学習指導要領が告示され，教育課程
の基本的枠組みや教育内容に関する改善事項，各教科の
内容について方向が示された。これまでのゆとり教育路
線の学習指導要領から確かな学力をキーワードとした学
力重視の方向性への転換が示されている。ただ，方向性
が変わっても活動を重視した構成主義的な捉え，つまり，
社会科授業が，子どもたちの観察・調査などの活動や社
会見学という体験的活動を重視している点は基本的には
変わらない。
今回の改訂で重視されたのは，PISA型読解力(Readi
ng Literacy)の育成である。読解力とは，2005年12月
に文部科学省が示した読解力向上プログラムの三つの重
点目標がベースになっている。①テキストを理解・評価
しながら「読む力」を高める取組の充実，②自分の考え
をテキストに基づいて「書く力」を高める取組の充実，
③様々な文章や資料を読む機会や，自分の意見を述べた
り書いたりする機会の充実。
社会科におけるPISA型読解力は，社会そのものをテ
キストと捉え，自らの目標を達成し，自らの知識と可能
性を発達させ，効果的に社会参加するために，書かれた
テキストを理解し，利用し，熟考する能力であり，情報
の「受信・受容」「思考・判断・創造」「発信・提示」と
いう三つの要素の総体である。これらの読解力の必要性
が求められている背景には，効果的に社会参加する(par
ticipate in society)ことがあげられている。社会科にお
いては，自分の考えを文章で書いたり，表現したり，情
報や資料を分析・解釈し，既有の知識や経験と結びつけ
て，批判的に検討したり，自分なりの意見を論述したり，
説明したりするという論理的な思考力に関わる能力とし
て言語力が注目されている。これは，伝える力や調べる
力などを含めた言語力である。
社会科では，学習者が，テキストやグラフ，図表を一
つの情報として意識し，事実を読み解くだけでなく，情
報の持つ意図を読み解き，情報と社会との関係性や社会
的背景に迫ることが必要である。そのために，社会科の
学習活動には，習得した知識・技能を活用して，観察・
調査する活動，各種の資料を収集し読み取る活動，それ
を記録したり，比較・関連・総合しながら再構成する活
動，考えたことを自分の言葉でまとめ，伝え合う活動が
求められることになる。このことは，よりよい社会の形
成に参画する資質や能力の基礎を育成することにつなが
るものである。
本研究は，読解力形成のための社会科授業の開発と分
析を通して，社会科固有の読解力形成のあり方を探るも
のである。本研究の仮説を三点に集約した。
(１)社会科固有の読解力形成は，個々の主観的な価
値に基づいて形成されるものではなく，対象に即
した科学的理論をベースにして形成されるもので
ある。
PISA型読解力における①情報抽出②テキスト解釈③
熟考・評価を踏まえ，社会科における読解力とは，社会
そのものをテキストと捉え，社会の特質である人と人の
関係や人と自然，人と物との関係を読み解く力である。
（２）社会科固有の読解力形成のための方法は，専心
的な体験・表現活動に基づくのではなく，分析
的な探究的活動に基づいて形成されるものである。
①社会的事象間の関係に関する情報を収集する。
②社会的事象間の関係に関する情報を解釈する。
③社会的事象間の関係に関する推論を省察する。
（３）社会科固有の読解力形成で得られる認識は，主
観的な知識の増殖ではなく，客観的な知識の成
長である。
客観的な知識の成長を評価するために，次の手順で研
究に取り組んだ。
①授業実践の中で，子ども自身が読み解いた結果を，文
章や図(つながりマップ)で表現する。
②授業実践の過程で，子どもの読解の過程がたどれるよ
うに，小単元ごとに子ども自身の考えを表現させ，ふ
りかえりシート(授業記録)とつながりマップをポート
フォリオ的に保存する。
③教師は，子どものふりかえりシートとつながりマップ
を質と量の両面から分析し，読解の成長過程を把握し
評価する。
④読解力形成のための授業構成を評価し，次の実践に活
かせるようにする。
(關 浩和)
２ 授業構成のねらいと実際
２．１ 教材解釈
地域の生産で工場を取り上げた学習では，工場で働く
人の努力や工夫，生産の過程，原料の確保について学ぶ
ことが多い。しかし，そこでとどまるのではなく，地域
の工場を窓口として，様々な社会的事象のつながり（関
係性）について考えさせたい。本単元でのつながりとは，
工場と私たちの生活，私たちの地域，他の都道府県，諸
外国との関係性のことである。なぜ，地域の工場の学習
においてつながりを重視するかといえば，社会的事象間
のつながりを解釈することで，社会的事象への認識を関
連づけ，社会的な意味づけへと認識を変化させることが
できると考えたからである。
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子どもは，生活の中でエースコックの商品を目にした
り，食べたりしている。しかし，そのエースコックの工
場が加東市にあるということについて，ほとんどの子ど
もは知らない。そこに，子どもにとっての意外性，驚き
を生み出せるものがある。本単元では，地域の工場とし
てこのエースコック滝野工場を対象として取り上げる。
その理由としては，以下の三つである。
一つ目は，地域の工場として，地域に貢献していること
が明確であるということ。それは，地域住民の雇用，市
の税収増加，地域行事への参加などである。地域行事へ
の参加としては，加東市の花火大会への協賛がある。こ
のような地域と工場との関係は子どもたちにとって意識
にないものである。しかし，これらはデータとして明確
であり，子どもでも十分理解できるものである。そして，
これらの情報は，子どもの経験と関連づけながら認識を
深められるものである。
二つ目は，工場でつくられている製品が，子どもにとっ
て身近なものであるということ。多くの子どもはエース
コックのワンタン麺や春雨ヌードルを口にしたことがあ
る。また，テレビのＣＭを見たり，お店で商品として置
いてあるのを見たりしている。その製品が，自分たちの
住んでいる地域の近くで作られている事実に驚くだろう。
そして，その工場が，いろいろなところにつながってい
るということにも興味をもてるのではないかと考えている。
三つ目は，他地域や外国とのつながりがはっきりしてい
るということ。まず，子どもは，工場見学の際に大量の小
麦が保管されていることに気づく。その小麦がどこから来
ているのかを調べると，外国から輸入されているとわかる。
また，今のエースコックの看板商品となっている「春雨ヌー
ドル」の春雨は，中国の工場で乾燥作業まで行われ，日本
に輸入されている。エースコックは，ベトナムに工場があ
り，ベトナムの国内の即席麺のシェアの６割を占めると同
時に，現地人の雇用，技術向上に役立っているという事実
がある。３年生にとって諸外国はイメージしにくいもので
あるが，これらの外国とのつながりは，３年生にとって考
えることのできるものである。 しかし，地域の工場と
してエースコックを扱う上で気をつけなければならない
ことがある。それは，即席麺についての学習ではないと
いうことである。もちろん，即席麺は授業にも登場する
し，子どもの興味が即席麺に流れることは自然である。
ただ，授業の結果として，即席麺の奨励や否定につなが
るものではないということである。即席麺は，誰でも簡
単に作ることができ，味も工夫されているという良さが
ある反面，健康にとっての負のイメージがあることも事
実である。本単元においては，即席麺を製造する上での
社会的事象がどのように関わり合っているのかを考える
ことが重要なのであり，即席麺の功罪を扱うことが目的
ではない。そのためにエースコック関西滝野工場を取り
上げる意義は大きい。
具体的な方法として，本単元では，つながりマップの
パーツづくりから，つながりマップづくりへと発展して
いく。パーツとはいろいろなつながりの部分である。具
体的には，私たちの生活と工場，私たちの地域と工場，
諸外国と工場といったものである。しかし，３年生の子
どもが自分の力でつながりを見つけ，解釈していくこと
は，社会の学習が始まったばかりの今の時期では難しい。
そこで，下の図１のようなワークシートを準備する。
ワークシートには，つながりのある事象を示し，矢印
でつないでおく。まず，①子どもは，エースコック工場
とわたしたちの生活のつながりについて，矢印を手掛か
りとして内容を読み取り，情報として単語で書く。その
後，②それらを全体的に見つめ，関係性を解釈して説明
する。このような手立てをとることで，子どものつなが
りの解釈を引き出せる。そして，つながりの解釈を交流
していき，最終的にそれらを合わせてマップにする。四
つのつながりを一枚のマップにまとめ直すことによって，
つながりが一つでないことを子どもに改めて意識させる
ことができる。これは，社会的事象を他の社会的事象と
のつながりから見つめ，広くは社会的背景を見ることに
なる。
図１ つながりマップのパーツ用ワークシート
２．２ 単元の指導
単元名「私たちのくらしとはたらく人々～エースコッ
クつながりマップをつくろう～」
２．２．１ 目標
○エースコック工場について意欲的に調べ，社会的事象
とのつながりを見つけようとしている。
○エースコックが自分たちの生活，地域，他の都道府県，
外国とのつながりの上で果たしている役割について考
える。
○工場で働く人々の思いや工夫，工場と自分たちの生活，
地域，他の都道府県，外国とのつながりの意味につい
て考え，地域の工場としての役割を理解する。
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２．２．２ 単元計画（全１７時間）
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２．２．３ 評価の枠組み
２．３ 授業の実際
「エースコック関西滝野工場に見学に行こう」
ここでは，エースコックの商品に出会わせることを通
して学習への追求意欲を高めること，調べ学習や工場見
学を通してつながりマップのパーツづくりに必要な情報
を集めることをねらいとしている。
まず，70種類のエースコックの製品を子どもたちに
提示する。子どもは「そんなにたくさん作っているんだ」
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「見たことない物がたくさんある」という驚きがある。
そして，パッケージを比べたり，中身を調べたりする。
これらの活動から，子どもは「どうやって作っているん
だろう」「どうしてこんなに種類があるのだろう」「どこ
で作っているのだろう」「エースコックってどんなとこ
ろなんだろう」という疑問をもつ。そこで，その疑問を
解決するために，加東市にあるエースコックの工場を見
学したり，インターネットで調べたりしていく活動につ
なげる。
子どもは，インターネットでエースコックの歴史や商
品について調べるが，製造工程や作る工夫についてはく
わしく調べることはできない。そこで，工場見学の際に，
製造工程やなぜ工場が加東市につくられたのかという共
通の課題を設定する。また，エースコックが加東市花火
大会に協賛していることを伝え，なぜエースコックが加
東市に協力しているのかということも調べる観点に加え
る。その上で，エースコック関西滝野工場の見学を行う。
見学後，分かったことや気がついたことを交流する中で，
機械による効率化と製品の安全管理や衛生管理について
の意見が多く出される。その一方で，機械を扱うために
は必ず人が必要であり，安全管理や衛生管理のためには
人の目が欠かせないという事実を把握する。
また，「エースコックは，かやくを他の工場につくっ
てもらって買っている。この関係は，ジャスコと工場，
ジョーシンと工場の関係に似ている」という関係性を把
握する発言も出てくる。これは，これまでの認識を活用
している姿である多くの子どもは，生産工程や機械に注
目している。しかし，中には，大量の小麦から外国との
つながりに，輸送のトラックからお店とのつながりに気
づく子どもも見られる。
そこで，エースコックと様々な社会的事象とのつなが
りについて話し合うことになる。子どもが見出したエー
スコックとのつながりは，「自分たちの生活」「加東市」
「商店」「外国」の四つであった。ただ，具体的にエース
コックとこれらの四つがどのようにつながっているのか
は曖昧なままであった。そこで，これらのつながりの内
容についてクラス全体で考えていくこと，そのためにつ
ながりマップのパーツづくりをして，それらをまとめて
つながりマップとすることを確認する。
「エースコックつながりマップのパーツをつくろう」
今までに集めた情報をもとにして，エースコックと生
活，地域，商店，外国との関係性について考え，それぞ
れの事象にとっての価値に気づくことが主なねらいであ
る。つまり，見たり聞いたりして調べたばらばらの認識
を，エースコック関西滝野工場とのつながりを視点にし
ながら関係づけることを意図している。ただ，いきなり
エースコックと様々な事象との関係性をまとめることは
３年生にとっては難しいと考えられる。そこで，まず，
今までの学習をもとにして，つながりマップのパーツを
作成する。そうすることで，段階的にエースコックと様々
な事象との関係性をとらえることが可能になる。そして，
各自がつくったつながりマップを基にして，エースコッ
クと他事象とのつながりの内容についてクラス全体で話
し合う。
<「自分たちの生活とのつながり」についての話し合い>
ここでは，製品の安全性，消費者のニーズが話し合い
の中心となる。子どもは，「機械任せにするんじゃなく
て，最後は人が安全を確かめて，少しでもダメなのは捨
てるぐらい厳しくやっている」「安全じゃないとみんな
食べたくないから，買わない」というように，製造工程
でのチェック体制の厳しさが安全性の向上につながり，
それが買う人の信用に結びついて，エースコックの商品
の売れ行きに関わっていることを把握する。
また，「エースコックは製品を売るために，味やカロ
リーを工夫している」「たくさん食べたい人には1.5カッ
プ，女の人には春雨ヌードルがあるからうれしいと思う」
というように，安全性だけでなく，消費者のニーズに応
える努力をして製品をつくっていることに気がついてい
る。そして，春雨ヌードルがヒット商品になっているこ
とから，今の消費者のニーズが低カロリーのダイエット
食品にあることも理解していく。ここでは，買う商品を
選ぶ基準として，味，カロリー，量があり，エースコッ
クはそれを調べて，消費者のニーズに応える製品をつくっ
ているというようにまとめる。
＜「加東市とのつながり」についての話し合い＞
ここでは，エースコックが工場建設地に加東市を選ん
だ理由，加東市がエースコックを誘致した理由について
話し合う。
エースコックが工場建設地として加東市を選んだ理由
は，まず「中国自動車道が近くにある」ということがあ
る。「中国自動車道が近くにあって何がよいのか」と問
い返すと，「製品をトラックで運びやすいから」「姫路に
も早く行けるから」「姫路には港があって小麦やはるさ
めが外国から運ばれてくる」などの意見が出される。こ
のように中国自動車道が物流に果たす意味や姫路港が果
たす輸入の役割を結び付けて，工場の立地条件について
子どもは考える。また，工場見学に行って広さを体感し
たことを思い出し，「広くて平らな土地が用意されてい
たから工場をつくりやすいのではないか」という理由に
ついても考える。
しかし，加東市がエースコックを誘致した明確な理由
については考えられず，花火大会に協力してくれるから
というレベルにとどまっている。
そこで，滝野工業団地ができる前とできた後の加東市
の税収の額を提示する。子どもは，そこからそれまでの
単元で学習した市役所の役割の一つである税金の使い方
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と税収の増加を結び付けて考える。税金が増えることで
「道を広くしたり，公園をきれいにしたり，予防注射を
うったりできる」ためのお金が増えるので，加東市のた
め，それは，自分たちのためでもあることに気づいてい
く。
このように，エースコック関西滝野工場が加東市にで
きたことは，加東市にとってもエースコックにとっても
メリットがあるということにつなげることができた。
図２ 本時の板書（１）
＜「商店とのつながり」についての話し合い＞
ここでは，エースコックとサークルＫサンクス，来来
亭とのコラボレーションで作った製品をもとに，それぞ
れのメリットについて考えることが目的である。
エースコックの製品に来来亭の割引券が付いているこ
とについて，「割引券がついていることで，来来亭にも
お客が行き，エースコックのラーメンも売れる」という
意見が出される。「割引券をみんなが使うと来来亭は損
をするのではないか」と問い返すと「安くしてもたくさ
ん売れれば，そっちのほうがもうかる。ジョーシンでお
店の人が教えてくれた。」と商店の学習で得た認識と結
び付けて理由を考える。また，商店は製品を店に置き販
売するというところから「商品が売れることで店もエー
スコックももうかる。だから，店は売れているものや売
れにくいものの情報をエースコックに伝え，エースコッ
クは売れそうなものを考えてつくる。」という，商店と
エースコックの関係へと考えを広げていく。最終的には
「来来亭のラーメンが好きな人は買うからエースコック
は得する。サークルＫはここにしか置いていないから買っ
てもらえる。来来亭は割引券がついているからお客がく
る。だから，みんなが得する。」という意見に集約され
ていく。子どもは，これらの協力関係がそれぞれにとっ
ての利益につながっていることを把握できている。
＜「外国とのつながり」についての話し合い＞
この時間は，「中国で春雨をつくっている」「ベトナム
にエースコックの工場がある」「オーストラリアから小
麦を買っている」というところから話し合いが始まる。
それらに対して「なぜ？」と問い返すことで，土地が広
くて収穫量が多いといった「面積」，安価な労働力や土
地の確保といった「費用」の観点などが理由として出さ
れる。ただ，子どもは，外国についての知識がほとんど
なく，漠然としたイメージしかもてていない。
そのため，推論の域を出ない話し合いであるが，日本
と外国を比べて違いを見つけ，そこから理由づけを行う
ことは評価できると考えている。ここでは，子どもにとっ
て必要な情報を教師が説明したり，付加したりしながら
学習を進めていく。
図３ 本時の板書（２）
「エースコックと社会とのつながりを考えよう」
ここでは，エースコックつながりマップのパーツを合
わせ，エースコック関西滝野工場を中心としたつながり
マップを完成することで，関係性を全体的にとらえ直す
ことをねらいとしている。
子どもは，自分のつくったつながりマップのパーツや
板書，ふり返りを参考にしながら，つながりマップを作
成していく。その中で，つながりの意味やお互いのメリッ
トなどを考え，社会的事象のつながりとそのつながりの
もつ意味を表出していく。
その後，お互いのつながりマップを見ながら，それぞれ
の考え方を交流する。そこでは「工場からこんなにつな
がりがあるなんて思わなかった。」「いろんな意味でつな
がっているんだ。」などの意見があがってくる。
自分の考えを友だちに伝え，お互いのマップを見合うこ
とを通して，子どもはエースコックを中心とした社会的
事象のつながりを再度，確認することができている。
このようにして関係性を読み解いていくこと，社会的事
象の関係を見出していくことは，子どもの社会の見方・
考え方を深めていくことにつながっていると考えている。
（小寺 研）
３ 読解力形成過程の分析と評価
３．１ 学級全体の読解力形成過程
～つながりマップを手がかりとして～
３．１．１ つながりマップの分析
つながりマップは，まず，エースコック関西滝野工場
と商店，外国，加東市，生活とのそれぞれの関係につい
て子どもがマップに記述した内容から考察する。
エースコック工場と商店とのつながりでは，
・商品→安全なもの，多様な商品を開発して店に送る
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・輸送費＝輸送会社と関係している
・商品を考えて作る，商店と協力して作る
・コスト削減（材料費＋αが必要）を考えている
・工場から商品を運んで売場に置いてもらう
・たくさん売れてほしい
・商品を売る，売れ筋商品を教える＝情報の提供をする
・売れる商品を注文する，新商品がほしい
など，工場と商店は，ともに，たくさん売れてほしいと
いう共通の利潤追求のための協力関係があることを読解
している。
エースコック工場と外国とのつながりでは，
・海外へ商品を輸出する
・よく売れると海外に工場ができる→海外の人の仕事が
増える
・ベトナム，中国に工場がある→海外の人件費が安い，
技術を教えている
・その国にあった味，ラーメンやスープを作っている，
外国でもインスタントラーメンは人気である
・おいしく食べてほしい
・原料を仕入れる（小麦，はるさめ），たくさん原料を
買ってほしい
・中国からはるさめがくる
・オ－ストラリア，カナダから小麦がくる
・外国の人も商品を買って食べている
など，工場と外国とのつながりが，加工貿易における原
料の輸入と商品の輸出というつながりや，人件費やコス
ト削減を目的として海外生産への移行など，原料や商品
を介して，ここでも協力関係にあることを読解している。
エースコック工場と加東市とのつながりでは，
・行事やお祭りに参加する→協賛金を出す＝花火大会
企業のイメージアップ→人気があがる→商品が売れる
・宣伝をして買ってもらう，感謝の気持ち
・加東市には，高速道路が通っているので便利である
・工場を誘致する→土地代・税金が加東市に入ってくる
・行事に参加してもらう→加東市が活気づく
など，工場立地を通して，両者が，相互依存の関係にあ
ることを読解している。
次に，エースコック工場と生活とのつながりでは，
・安心・安全(ＪＡＳマーク)を提供＝検査の徹底
・消費者のニーズに応える→健康(低カロリー食品)を考
えている
・量を多くした商品を作っている→1.5倍の麺の量
・地域限定の商品を作る，おいしい味付け
・すぐに食べられる
・ＣＭを制作することで生活に身近に感じる
・台風や地震のときのために，非常食を大量に作る
・商品を購入する，便利なもの(すぐ食べられる)を買う
・低カロリー商品を買う
・安全なものを買う(安心)＝ＣＭで見た商品を買う
など，子どもは，商店や商品を媒介として，生産者と消
費者の関係を読解している。
以上，エースコック関西滝野工場を中心にそれぞれの
関係をまとめたのが，次頁のつながりマップである。
(次頁図４参照)
３．１．２ つながりマップの評価
社会科では，調べ活動や体験的活動，表現活動など多
様な活動が取り入れられる。今回の実践でもエースコッ
ク関西滝野工場への見学がベースになっている。それは，
○単調な学習に刺激を与え，子どもの学習意欲の持続と
興味・関心を高める。
○なすことによって体で実感し，より正確な理解を深め
る。
○子どもの五感を働かせることで，より総合的に問題解
決を図る。
○仲間の子どもと協力する態度を養う。
ただ，これらの活動は，単元や授業のねらいを明確に
して活動を取り入れないと単なる活動に終始し，時間の
浪費となることが多い。そこで，つながりマップづくり
という表現活動を組み込んだわけである。
つながりマップづくりをすることで，自分の考えを深
め，あるいは，自分の考えを伝えるための手段となって
いる。マップに表現することで，自分の記憶から知識を
引き出す習慣をつくり，それらを視覚的につなげていく
ことで，知識に関連性を持たせ，それを整理することが
できるようになる。教師には，子どもの頭の中のことが，
紙面上に図式化されることで，思考パターンの把握も可
能になる。物事を関連づけて整理するという社会科のま
とめでは重要な要素である。事象を焦点化し，関係を構
造化し，本質を明確にする思考活動であり，伝達活動に
もなるのである。
ただ，今回のつながりマップの活動は，子どもの発想
を拡げられたかという点で課題が見られる。マップとし
て位置づける際には，方位・縮尺・地図記号・等高線と
いう地図の四要素があるように，地図の四要素の概念を
つながりマップに当てはめて考える必要がある。線や矢
印等の記号，方向性，記述する用語の階層性などである。
しかし，教師からマップの構成要素を示して，つながり
のパーツを説明するだけのマップになっている。つなが
りマップという表現活動が思考することと同時に行われ
る活動にするために，調べたことを比較したり，関連づ
けたり，意味づけたりすることが自由にできるマップづ
くりにしなければならない。今回のつながりマップでは，
関連する事柄や連想できる言葉や用語をつないだり，自
由に書き込んで発想を拡げられていないところに課題が
ある。その際，教師は，つながりマップで子どもがなぜ，
そのワードを使用したのか。なぜ，そのワードを結んだ
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のか。書いたものを見直す時間や対話が必要である。教
師に，その子どもの思考の流れと教師の考える学習の流
れの接点と相違点が見えてくる。つながりマップをどの
ように学習活動に活かしていくのか。教師の手腕が問わ
れるところである。
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３．２ 抽出児の読解力形成過程
－ふりかえりシートを手がかりとして－
前節では，児童がどのような内容を知識として獲得し
読解力を形成したのかをクラス全体の傾向として分析・
評価した。本節では，児童の読解力形成の過程について，
抽出児を対象にして，ふりかえりシートの記述を手がか
りに明らかにしていく。
本実践では，児童の読解力形成過程がたどれるように，
ふりかえりシートに合計8回記入させ，ポートフォリオ
的に保存した。ここでは，抽出児のふりかえりシート分
析をとおして，どのように客観的な知識の成長が見られ
るのかを整理し，読解力形成過程についての評価を行う。
ふりかえりシートは，「今日の学習で考えたこと，気
づいたこと，思ったことを書きましょう」とだけ指示し
て，授業の時間内に10分程度の時間を確保して自由に
書かせたものである。従ってふりかえりシートには，様々
な事柄が書き込まれることになる。つながりマップのよ
うな内容的事柄が重複してふりかえりシートに書き込ま
れる事もある。また各時間に初めて知った事柄，各時間
に児童が持った新たな問いなどが記述されることもある。
そのため，記入された事柄は拡散的である。
３．２．１ 個性的な読解力成長と社会認識形成との関係
本研究では，社会科固有の読解力形成のための方法を，
専心的な体験・表現活動に基づくものではなく，情報の
収集，情報の解釈，推論の省察といった分析的な探究的
活動に基づくものと捉えている。
児童が書いたふりかえりシートの内容には，情報の収
集，情報の解釈，推論の省察という３つの段階はどのよ
うに含まれているのか。それを明らかにすることによっ
て，読解力の成長が見えてくる。そこで，読解力が形成
され，社会認識がよく育っていると考えられる事例を取
り上げて検討する（表1）。
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第1次は，エースコック関西滝野工場に関する事柄に
ついて，インターネットを利用した調べ学習と実際の工
場見学によって構成されている。インターネットで調べ
た内容をもとに工場見学を行う際に質問する内容を整理
し，工場見学に臨んでいる。ここでは情報の収集が中心
で，習得型の授業が展開されている。ただし，収集した
情報の内容は，ミクロな問題に興味を示しているものの，
この段階ではまだ深まりがない。
第2次では，つながりマップのパーツを作るための情
報の収集，およびその解釈が行われている。つながりマッ
プの記述内容と関連して，つながりの理由を解釈してい
るものがみられるようになっている。例えば，「エース
コックは加東市に協力している。それがエースコック関
西滝野工場のイメージとしてつながってきます。それが
みんなのためとなります。（11月18日）」という具合に，
加東市との協力の事実をもとに，エースコックが工場の
イメージアップをしているという解釈を行っている。ま
た，「だから，来週にやる関西滝野工場と外国の時にも，
こう言うかんけいがあったらいいなと思っているし，今
日やったふく習となると思うからいいと思います。（11
月28日）」という具合に，解釈した上で得た枠組みを次
時に生かそうとする形で省察している。ミクロな事例を
通し，全体の仕組みを推論しようという姿勢が読み取れ
る。
第3次では，全体のまとめとして，「エースコック関
西滝野工場は」というきっかけ言葉を与えて，単元全体
で認識した事柄を記述させている。ここではこれまでに
確認したつながりを一つ一つ丁寧にふりかえっている。
M.R児の場合，工場自体で何を製造しているのか，そし
て，工場と加東市，外国，商店とのつながりを確認して
いる。獲得した情報をつながりマップの全体像として整
理している。さらに，「これからも何かと何かがつながっ
ていて，どうなっているかが分かるといいなと思いまし
た。（12月22日）」という具合に，つながりを認識する
ことが社会認識につながるという省察から，この枠組み
を獲得した様子が読み取れる。
わずか１例についての分析であるが，情報の収集，収
集した情報の解釈，さらに推論の省察という流れを読み
取る事ができ，読解力が形成され，社会認識がよく育っ
ている様子が読み取れる。
３．２．２ 読解力形成と評価
本研究で用いたふりかえりシートでは，「今日の学習
で考えたこと，気づいたこと，思ったことを書きましょ
う」とだけ指示をして記入させている。そのため情報の
収集，情報の解釈のみで，推論の省察の内容を記入して
いないものが多く見られ，つながりマップの記入内容を
補完するためのデータにはなりにくいという問題点があ
る。今後は推論の省察を促すような問いかけの工夫をす
るなど，児童につながりの理由や考えをメタ認知させる
項目設定の必要がある。つながりマップが自由に関連す
る事柄や連想できる言葉を書くことができなかったとこ
ろに課題があったのとは逆に，ふりかえりシートには，
自由に書く事ができたため，ここで分析したかった内容
が上手く書き込まれなかった点で課題が残る。今後必要
となってくる改善点である。
（ 水裕也）
３．３ 読解力形成のための授業構成と評価
ここでは，本授業の授業構成のあり方を，読解力形成
の視点から，「単元計画」「評価の枠組み」「授業の実際」
を手かがりに分析，検討する。
本授業は，全17時間で計画され，大きく三つの学習
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活動（「エースコック関西滝野工場に見学に行こう」「エー
スコックつながりマップのパーツをつくろう」「エース
コックと社会とのつながりを考えよう」それぞれを第一
次・第二次・第三次とする）で構成されている。社会科
における読解力の要素を「記述・報告」「解釈」「説明」
ととらえ，これらの視点から，三つの学習活動を分析，
検討する。
【学習活動と評価の整合性，記述】
第一次では，エースコックについての興味関心を喚起
した後，見学に行く計画を立て，見学した成果を交流し
ている。読解力の視点から見ると，見学して得た情報を
整理し，これからの学習活動に活用するために，記述・
報告する段階である。
授業者は，見学に行く際の視点を「製品・人の動き」，
質問内容を「工場の工夫」と設定している。また，見学
で分かったことや気付いたことは，働く人々の工夫とし
ての「安全管理・衛生管理・効率化」と，「商品の製造
工程・出荷・物流」を想定している。評価の視点でも
「製造工程，生産にかかわる人々の工夫や努力について
理解している」と明示している。このように，授業者の
記述・報告させたい内容が３年生の具体的な言葉で確定
させられていない。
上に「 」で示した言葉はマジックワードで，その
意味・内容を具体的に表現していない。読み手によって
様々に解釈できる。小学校３年生の発達段階に応じた，
より具体的な言葉で示さないと，見学で読み取ったこと
を記述し報告するという読解力の第一歩がはい回ってし
まう。このことは，「評価の枠組み」との整合性の問題
を生んでいる。授業者の揺れは，「評価の枠組み」の社
会認識の欄に見られる。「生産工程について理解する」
では方向的で，「生産工程」の３年生なりの理解のレベ
ルを具体で示さないと規準になり得ない。また，一つ目
の規準の「生産ラインの効率化」「衛生管理」「安全管理」
も同様である。このような方向目標的な表現を排し，二
つ目の規準のように，より具体的な達成目標的な表記に
すべきである。
【社会認識のフィルターにかけたパーツ，解釈】
第二次では，「エースコックのつながりマップのパー
ツをつくる」学習活動が行われる。ここでは，第一次で
習得し，「記述・報告」された内容が活用されなければ
ならない。「記述・報告」された内容が「解釈」され，
「つながりマップ」のパーツとなる段階である。
しかし，第一次と第２次の認識内容の整合性がない。
第２次で扱われる「自分たちの生活」「加東市」「海外」
「他の都道府県」と第一次の認識内容がつながらない。
子どもたちは，エースコックの工場をイメージし，見学
を通して「記述・報告」した認識内容とは違った新たな
コードでパーツ探しを始めることになっている。
第２次では，目標に明示された「エースコック工場と
社会的事象とのつながり」「エースコックと自分たちの
生活，地域，他の都道府県，外国とのつながり」を「つ
ながりマップ」に表現するためのパーツを探すことが中
核となる。「新たなコードでのパーツ探し」の「新たな
コード」は社会認識形成への有効性であり，見つかった
パーツは社会認識形成のための要素となる。社会認識形
成のフィルターにかけ，社会認識形成に有効でないパー
ツは捨てなければならない。授業の実際では，このフィ
ルターがない。
パーツが決まれば，暫定的なつながりをマップで描く
ことになる。ここでは，読解力の要素の一つである「解
釈」が行われる。パーツとパーツの結び付きを考えるこ
とは，つながりを解釈することである。
【つながりマップの完成，説明】
第三次では，「解釈」の段階でのつながりの意味を問
い返し，それぞれの関係を明確にして「つながりマップ
を完成」する段階である。ここでの読解力は「説明」で
ある。つながりは，具体的な社会事象間の関係を表現し
たものでないと子どもの社会認識を評価することができ
ない。しかし，「評価の視点」や「評価の枠組み（社会
認識）」に示されたものは，「～様々なつながりを理解す
る。」「～様々なつながりをもっていることを理解する。」
「～事象が単独で存在しているものではなく，お互いに
関わり合いながら存在していることを理解している。」
のように，いずれも方向目標的である。だから，「工場
からこんなつながりがあるなんて思わなかった。」の子
どもの認識のように，具体的なつながりが明示されない。
また，「いろんな意味があるからつながっているんだ。」
のように，社会事象間の関係を具体的に書けず，「いろ
んな意味」とまとめてしまうのである。
目標の記述の「つながり」「役割」「意味」を具体的な
言葉で明示し，子どもの興味・関心を社会認識のフィル
ターにかけ，シャープに表現すれば，「記述・報告」「解
釈」「説明」を組み込んだ「つながりマップ」を描くこ
とができる。
（米田 豊）
４ 小 括－課題と展望－
本学の社会科教育に関わる教員の共同研究が始まって
20年余りになる。筆者が加わってからも，「関心・意欲
を育てる社会科授業構成」（1991年～1998年）や「社会
科固有の学びを育てる授業構成」（1999年～2005年）に
ついて，一貫して理論に基づく授業開発と実践分析を関
連付けながら考察してきた。その成果は，本誌のバック
ナンバーに詳しい。
本稿は，それらの継続研究の成果を踏まえながらも，
新たな時代の要求として「読解力」に着目し，社会科固
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有の読解力形成の理論と方法を探ったものである。まだ
研究は緒に就いたばかりで，理論武装は弱く，理論と実
践との整合性も十分とれているわけではない。
だが，言語力や読解力に関するさまざまな言説が教育
界を覆っている今こそ，たとえ不十分であっても，われ
われの研究成果の一端を開示し，事実（データ）に基づ
く議論の重要性を訴えることにした。それゆえ，本研究
で提示した授業の事実とその分析・解釈の方法について，
読者諸賢の厳しいご批判を期待したい。
さて，本研究では読解力の育成と評価の手段として，
「つながりマップ」と「ふりかえりシート」を用いた。
だが，本論でも指摘した通り，前者については授業者の
側で子どもがつながりを見出すべきパーツを事前に設定
したことで，子どもの自由な発想の展開を阻害する結果
となった。また，後者に関しては，逆に自由記述を認め
る形式をとったために，読解力形成に不可欠な「推論の
省察」を十分に促すことができなかった。これらは，理
論の共有が十分なされないままに実践を敢行したことの
当然の帰結であり，研究の初年度とはいえ，大いに反省
すべき事項ととらえている。
同時に，そこには20年余に及ぶ本共同研究の根元的
な課題を指摘せざるを得ない。それは，附属学校の伝統
ともいうべき教育・研究スタイルを優先することで，
「つながりマップ」や「ふりかえりシート」の使用を当
然視して，それを批判的に吟味する姿勢を欠いてきたこ
とである。例えば，用語一つ取っても，イメージマップ，
ウェッブ図，概念マップなどと，きちんとした概念規定
をせぬままに使い分けてきた。また，ふりかえりシート
（カード）についても，かなり限定して書かせたり，自
由に書かせたりするのを，往々にして授業者の意図に任
せてきた。そうした「伝統」の弊害が，今回の研究成果
に表れたものと解される。
そこで，これからの研究の進展のためにも，まずはマッ
プ活用について一定の見取り図を示しておきたい。すな
わち，学習の中心となるキーワードないしシンボルを中
央に置き，そこから子どもの自由な発想により概念やイ
メージを表出させ，それらをグルーピングしたり関連付
けたりしながらマップを作成していく学習活動を，教育
用語として＜マインドマップ（マインドマッピング）＞
と称する。概念マップとイメージマップは，このマイン
ドマップの下位概念をなす。なお，マインドマップは，
より広い概念であるウェッビングに包含される。以上を
まとめると次のようになろう。
（一般用語） （教育用語） 概念マップ
ウェッビング－マインドマップ
…
イメージマップ
「つながりマップ」とは，マッピングの機能の中で特
に関係性に着目する言葉である。だが，事象間につなが
りを見つけて図示することをマッピングと称するのであ
れば，「つながりマップ」という固有の概念ないし方法
は存在しないと考えた方がよいだろう。
次に，マッピングを，社会をとらえるための科学的な
認識の枠組みと位置づけるのか，それとも子ども自身が
学習を通して構築してゆく枠組みととらえるかにより，
形態は変わってくる。前者を重視するのが概念マップで
あり，後者の立場がイメージマップである。以上を簡単
に図示してみよう。
＜科学性重視＞ ＜主体性重視＞
概念マップ← →イメージマップ
本研究では，この位置付けが必ずしも明瞭でなかった
ために，歯切れの悪い分析となった。ふりかえりシート
についても同様である。だが，子どもの読解力の形成と
評価のために，マッピングとふりかえりシートの併用が
有効だとの実感も得られた。今後，これらの方法論を再
度吟味して，新たな授業構成と実践分析を通して所期の
仮説の検証を目指したい。
（原田 智仁）
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